
テキストの使用及びワークブックの使い方について
テキスト　　マイヤー・パールマン『展望台から見る聖書』、福音出版社
はじめに
　よい学びをするためにはまず、この科目の性質を十分に把握しておくことが
大切です。この科目は、聖書６６巻の各書のテーマをひとつずつ探しながら学
ぶというのではなく、「人類をあがなうという神様の救いの計画がどのように進められたか」という救済史としての観点から、旧約聖書・新約聖書全体をひとまとめにして見ようとしています。これが、同じマイヤー・パールマンによる「聖書概論（旧約篇・新約篇)」(福音出版社刊）との違いです。クラスの指導者がまずこの主旨をよく理解し、その線に沿って進めるようにしてください。
第　一　回
第一章　　物語を見渡す
  この章は以下の３つのポイントとして取り扱うとよいと思います。
①聖書の性格について
    まず、聖書それ自体の性格・特殊性を理解しましょう。もしかすると、　　クラスの中には、聖書という書物は創世記からヨハネ黙示録までを一人の　　人が順々に書いたと思っている人もいるかもしれません。聖書は長期間に　　わたり、多くの著者によって記されたにもかかわらず、聖書全体は聖霊と　　いう真の著者による「見事に一貫したテーマ」をもつ統一体であること、　　一貫したテーマとは、「人間のあがない」、その中心は「キリストとその
　象徴としての十字架」であることを示しましょう。
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②旧約聖書と新約聖書の関係について
　　ここで用いられている海によって分けられている二つの大陸；茎と花の
  たとえは、両者の関係を理解する上での巧みな例証です。ただ、この項に　　ついては、第二章以下で具体的にわかっていきますから、時間的制約とも　　にらみ合わせると、深入りしないでもよいと思います。
③キリストはどのようにして聖書を全うされたかという項目について
　　旧約が新約において成就され完成されたということは、キリストにおけ　　る成就・完成にほかなりません。これが旧約の三大職務（預言者・祭司・　　王）と聖霊の油そそぎなどで説明され、しかも、それがキリストというお　　方を媒体として、すべての者に開かれているということを感謝できるよう　　に心がけましょう。
第二回
第二章　　創世記の計画
　創世記は、ある意味で人物伝記であり、汲み取るべき恵みも豊かですが、「展望台から見下ろすように救いの計画を見よう」としていますし、時間的制約もありますから、第二回目としては、第三章に重点をおくほうがよいと思います。その場合、以下の二つにまとめてはどうでしょうか。
①前置きの部分（１章～１１章）
    アダムとエバによってもたらされた神への背反と堕落は、単に彼らに救　　いが必要となったばかりではなく、全世界的救済の必要にまで至りました。　神はアダムとエバへの裁きの言葉の中で、既にあがないを約束なさり（創  　世記３：１５）、あがないの血筋となるセツが生まれましたが、その子孫　も　堕落の深淵に沈み、ノアの時代の洪水の裁きを招きました。ノアの子孫　も　またバベルの審判に終わっています。
②アブラハム以後の部分
　  創世記３：１５に約束された人類をあがなうための神のご計画が、着々
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　と実行に移されていく第一歩がアブラハムの選びです。救いの計画の担い　　手となる人物・部族が第５図にまとめてあるのは理解を大いに助けます。　　なお、創世記１２章１～３節の神の約束の中に、異邦人も含まれているこ　　とにも注目しておきましょう。（ガラ３：６～９、１４）
第三章    国の誕生とその訓育（出エジプト記から申命記まで）
  この章は出エジプト記から申命記というたいへん広範囲な聖書の箇所をカバーするので、章の最後にある歴史的なまとめが大いに参考になるでしょう。この章では、神の使命を担うイスラエルという国家がクローズアップされます。
①［生みの苦しみ］の項目には、イスラエルにとっての苦難の意味がしるさ　　れていますが、創世記１５：１３～１６も見ておくとよいでしょう。アブ　　ラハムに告げられた神の言葉ですが、ここにはヤコブ一族のエジプト滞在　　が長期にわたること、苦難、出エジプトも予告されています。また、彼ら　　の在エジプトが長期化することの理由に、エモリ人（イスラエルのカナン
　定着以前のパレスチナ住民の総称）の咎が挙げられていることは、別の角　　度からの神の経綸を示していると言えます。すなわち、長期に及ぶエジプ　　トでの体験は、イスラエルにとって彼らの偶像礼拝へのさばきであり、訓　　練であったばかりではありません。神は彼らが祖先の地に帰国するときそ　　の地に住んでいたカナンの住民を滅ぼせと命じられました。このような　　　命令を残酷だとする方もありますが、この命令は、イスラエルがエモリ人　　の咎への神の審判の実行者とされているという神の摂理を示しているわけ　　です。
②［民族を編成する］の項目にみるように、シナイ山においてイスラエルは　　正式に神の契約の民となりました。これについてマイヤー・パールマンが　　別の著書（聖書概論旧約篇・福音出版社）で述べていることを引用してお　　きます。
  　「イスラエルは、十戒を基礎とした神政政体（神によって統治される
　　国家）であり、この十戒はイスラエル全支族の憲法とみなしてもよい
　　であろう。十戒はエホバのご意志を十カ条の表現で表したものであり、
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　　神がその民を支配する基準を示している。これらの原則を、人々の日
　　常生活に適応させるために、民法が付け加えられたが、これには刑罰
　　を規定し、これを実施する指図を与えている。」
  なお、この律法が私たちをキリストに導く養育係となったという、救いの　　ご計画から見た律法の役割をしっかりとらえておいてください。
③［大いなる王の宮殿］［神のみ前での礼法］の項目は、幕屋と祭司制度に
　関するものです。詳しく調べれば限りない箇所ですが、「展望台から一目
　で見下ろすようにあがないの計画を調べる」という目的に沿って進めるに　　は、きわめて大づかみにするほかはありません。幕屋についても、祭司制　　度（礼拝と礼拝者の規定）についても、それらが指し示していることを中　　心にしてはどうでしょうか。ヘブル９章、１０章等参照。
④［約束の地へ近づく］の項目は、主として記録としての民数記およびモー　　セの最後の言葉を伝えている申命記を取り扱っています。イスラエルのた　　び重なる失敗にもかかわらず、それをも用いてご計画を実行なさる神のみ　　力と、神のしもべが死んでも、それを継承する次の器をお立てになるとい　　うこの項目に励まされます。失敗の多い私たちにもあてはめると勇気づけ　　られます。
                            第三回
　　この回は、第四章から第六章までをひとまとめにしました。             「孤立と離散」という第四章はカナン定着から､イスラエルが滅亡し再び故国に戻ってくるころまでの歴史をカバーしており、一方、第五章「イスラエルの心情」は一部を除いてそれらの歴史の中の著作です。第六章「イスラエルの伝道者」は、同じ歴史を背景として活躍した預言者たちです。旧約聖書概論（福音出版社）などを参照すると教師の勉強になります。
第四章  孤立と離散（ヨシュア記からエステル記まで）
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	　この章を要領よく理解させるためには、まず
教師がカナン定着以後のイスラエルの歴史を把
握しているとよいでしよう。ざっとまとめると
右記のようです。「孤立」においては、神様が
イスラエルに孤立を求められた理由と、そのた
めに律法・祭司・預言者がどのように役割を果
たしたかというようにまとめるとよいかと思い
ます。また「離散」においては、それは本来、
イスラエルの罪への審判でしたが、神はそれを
あがないのご計画のためにお用いになったこと
を強調しましょう。
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	  この章では、一般の人々が「予言者」という
言葉にもっているイメージと、「聖書の預言者｣
	   散   　バビロニヤへ

	
	
	　　↓
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との違いをはっきりさせておきましょう。一                           
般に「予言者」とか「予言」とか言っている場合は、これから起こることを予告したり、言い当てたりすることのほうに注意が向いているように思えます。しかし、聖書は預けるという字の「預言」「預言者」です。神からメッセージを託され、神に代わって、神の啓示と神のみ旨を語る人のことです。ですから過去についても、現在についても、また未来についても、神から託されたことを聖霊の油そそぎによって語るのです。
　［前を見る］という項目との関連で、イエス様御在世当時のユダヤ人たちが、旧約にあるメシヤ預言の二つの面（苦難のしもべと栄光のメシヤ）をどのように考えていたかを話し合って見るとよいでしょう。
　また、旧約の預言者たちが、教会については十分な啓示を受けていなかったことは興味深いことです。第一ペテロ１：１１、１２もよく味わってみま
しょう。                                                              
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	  預言書については、一般に大預言書
（４）とほかの小預言書（１２）という言い方をしますが、これは内容の価値を言うものではなく、長さに関してであることを理解しておきましょう。（ただし、エレミヤの哀歌については分類上の扱いの問題があります）
　　　　　第四回
  この回は、第七章「『トンネル』時代」
と第八章「あがないの顕現」です。本来は旧約は旧約、新約は新約のほうがよいかもしれませんが、時間分けの制約と「トンネル」の時代が救い主の
来臨に対しての備えの時期でもあったという意味から両方を一緒にすることにしました。 
  　第七章    「トンネル」の時代  通常「トンネル」の時代とは、一般に 中間時代と呼ばれている。旧約聖書啓
示と新約聖書啓示のはざまの期間を
指します。旧約最後の預言者マラキが沈黙してからイエス様がおいでになるまでの期間です。                  
　しかし、このテキストでは捕囚からキリスト来臨までと幅を広げてあります。トンネルと呼ばれているのは、こ
	 バ
 ビ
 ロ
 ン
 時
 代
 ぺ
 ルシャ
 時代
	   　 簡単な歴史図　　　 
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の間預言者が沈黙し、神の啓示がなかった
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からです。                                                          　参考のために簡単な年代図をつけておきます。詳しくは、聖書辞典などの年表で調べるとよいでしょう。
［ペルシャ時代］の項目では、前頁の図を参考にして、イスラエルの状況をとらえるとよいでしょう。
　ペルシャ王クロスのときにエルサレム帰還が許され、ゼルバベルに率いられて帰国した人々により、神殿の再建が始まりました。この間のいきさつをハガイ書、ゼカリヤ書でうかがうことができます。律法学者エズラが帰国したのはそれから 5、60年の後のことでした。エルサレムの城壁の構築に自分を賭けたネヘミヤの帰国は、エズラよりさらに１０年ほど後になっています。旧約最後の預言者マラキは、この時代へのメッセンジャーだったと思われます。
  マラキ以後、神からの新しい啓示がなくなったので、過去に与えられた神のみ言葉の保持と研究のために、エズラをはじめとする律法学者が出現したことをテキストに基づいて教え、祭司の果たした役割も教えておきましょう。　またクロス王については、イザヤ４４：２４～４５：７を参照して味わって、恵みを汲み取っておきましょう。
［ギリシャ時代］
  ギリシャ時代を開いたアレキサンダーは、単に征服者である以上に、ギリシャ文化の使徒で、征服地をギリシャ化することに情熱を傾けたと言われて
います。これがユダヤ人の国民性の変化に大きく作用したと言えましょう。なお、母国語を話すことができないユダヤ人のために７０人訳聖書ができたのはこの時代です。この７０人訳聖書はエジプトのアレキサンドリヤのユダヤ人によってなされました。新約聖書における旧約の引用もこれによっているようです。
  この時代にパリサイ派とサドカイ派の起源があります。興味深い学びですが、時間的に深入りは無理でしょう。
  ［アンチオカス王時代の迫害と独立戦争］［マカベヤ族の統治］は簡単に見るだけでよいと思います。神の救いの歴史のうえで、あえて何か一つはと
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いうことなら、マカベヤ時代の内紛がローマ帝国の介入を招き、キリスト誕生､さらにヘロデ大王に続いていったという事実でしょう。
第八章　　あがないの顕現
　ここからは新約聖書に入るので、旧約聖書よりはよく知っているところと思われます。クラスにおいては世界が福音のために準備完了となったことを［世界のすべては全福音のためである］において、ついで四福音書が書かれるべきであったことを［福音のすべては全世界のためである］において、主のご生涯とみわざを［福音書のキリストは全世界のためのキリストである］
において教えるようにテキストでは計画されています。
　「時の満ちるに及んで」ガラテヤ４：４に関してはキリスト教全史（Ｅ．ケアンズ著・聖書図書刊行会）第一章を参考にすると詳しく把握できます。
                            第五回
  これが最後の回ですが、第九章から第十一章までをひとまとめにします。前回、四福音書では福音の事実・イエスキリストのご生涯を学びましたので、ここでは第九章でその福音が全世界に行き渡ったこと、第十章ではあがないの真理の説明、第十一章においてあがないが完成することを学びます。
第九章 　 福音（よろこびのしらせ）広められる（使徒行伝）
  この中で学ぶのは初代教会の歴史で、使徒行伝がテキストです。イエスのご昇天から、使徒パウロが囚人としてローマに送られたところまでですから、ＡＤ３０年ごろから６０年代までで、エルサレムに始まった宣教が当時の世界の中心ローマにまで至ったことを見ることができます。
　主な区切り、主要人物、主要な出来事などに結び付けて学ぶと整理しやすいと思います。
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  使徒行伝の鍵の句は１章８節で、この聖句は宣教の原動力が［聖霊の力］であることを示しています。宣教地域が実際的にエルサレム・ユダヤから、次にサマリヤに及び、次に異邦人へ、ヨーロッパ世界へと波及していくと見ることもできます。
  人物中心に見るならば、大きな人物としてペテロとパウロがいます。また、歴史を区切る出来事としては、五旬節の日の聖霊の降臨、ステパノの殉教、エルサレムでの迫害、サマリヤのリバイバル、パウロの回心、コルネリオの出来事、アンテオケ教会の設立、パウロの異邦人伝道などを挙げることもできるでしょう。
  信仰的な意味合いからは、ステパノの殉教やエルサレム会議の意味などを理解することも大切です。
第十章　　あがないの真理の説明（手紙）
　ここでは新約聖書の手紙が書かれた必然性と、ほとんどの手紙が教理を教えることだけではなくクリスチャンの実際生活への適応を示していることをはっきり指摘し、新約聖書の書簡のすばらしさをお互いに理解できれば幸いです。クリスチャンの信仰生活では、真理を理性と信仰で受け止めることとともに、それに生きること、実際生活で歩むこととが、車の両輪のように相伴うことが望ましいのです。
  また書簡は、教会に侵入して福音の真理をゆがめる間違った教えへの防波堤であり、それ以上に福音の優越性の宣言であることを確認しましょう。
第十一章　  計画の完成（ヨハネの黙示録）
　創世記がすべての物事の始まりの書であるとしたなら、ヨハネの黙示録は
すべての物事の完結の書と言えます。創世紀において私たちは人類があがないを必要とするに至った過程を見、あがないが約束されたのを知りましたが、ここヨハネの黙示録では、その約束が完全な形で完成されることを見ます。そしてその中心に、ほふられたもうた小羊なるキリストがおられます。神はキリストによって、あがないを完成に至らせたもうのです。              
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  ヨハネの黙示録が記された背景につい   　　　黙示録の解釈法　　　  
ては、既出のケアンズのキリスト教全史  (1)詩的解釈　　　　　　　　　
のようなキリスト教史を参照すると一層     黙示録は悪と善、キリストと
よくわかります。                         サタンの闘争という詩的象徴
  ヨハネの黙示録の鍵句は黙示録１:1９     を写し出している。　　　　
です。この場合、区分は以下のようにな  (2)歴史的解釈　　　　　　　　
るでしょう。                             黙示録は教会時代を通して成
  　見たこと      　―  １章        　   就された歴史の図表であって
  　今あること    　―  ２～３章         しばしば法王は反キリストで
  　後に起こること　―  ４～２２章       あると主張される。　　　　
  ヨハネの黙示録に記されているあがな  (3)過去主義的解釈　　　　　　
いの完結・新しい御国の完成を、創世記     黙示録は象徴であって、第一
でサタンに損なわれ破壊された創造との、   世紀のクリスチャンの戦いを
比較にならない対極として受け止め、信     描いた絵である。ネロが反キ
仰と感謝が溢れてくるクラスになるよう     リストである。　　　　　　
に努めましょう。                      (4)未来主義的解釈　　　　　　
                                         第４章から黙示録は、今後な
                                      　 お成就するべきものである。
                                       　われわれにはこの解釈が順当
                                         である。　　　　　　　　　
                                         (教団 Ｓ.Ｓ部指導書による)
成-初-聖 - 10
第　一　回　解　答
問１　旧新約　ご計画　大切な　大きく　　
　    展望台　６６巻　内容　一目で
問２　人間のあがない
      キリスト　　十字架
      成就と完成
問３　①－④　②－⑤　③－⑥　④－①　⑤－②　⑥－③
第　二　回　解　答
問１  ①アブラハム ②イスラエル（民族）③ユダ（族）④ダビデ（王家）
問２　創世記３：１５
問３　ａ　ｃ
問４　ａ  シナイ山  　神の民　　律法　　十戒
      ｂ  臨在  性格　意思　目的  計画
      ｃ  規則  血  神  聖  聖  資格  祭司
      ｄ  つまづき　　失敗
第　三　回　解　答
問１  ａ  孤立の時代、律法、祭司、預言者
      ｂ  離散、審判、目的、益、異邦人
問２  ｂ、ｃ、ｅ、ｆ、ｈ
問３  ａ－②－(2)  ｂ－①－(3)  ｃ－③－(1)
問４  祭司／①④⑤　　預言者／②③⑥
問５  ａ  その時その場に応じてききめのあること、これから起こること。          （内容があっていれば違う表現もよい）
      ｂ  苦しまれた面、あげられた面
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          （内容があっていれば違う表現もよい。苦難のしもべ／栄光のし            もべなど）
      ｃ  教会
第　四　回　解　答
問１　①モーセの律法　　②救世主への望み
問２　①－ｃ，ｈ    ②－ｅ，ｇ    ③－ｉ，ｌ
    　④－ｂ，ｋ　  ⑤－ａ，ｆ    ⑥－ｄ，ｊ
問３  テキストの８ページ、８５ページを参考にほぼつかめていればよい。問４  ４　社会的　全世界　マタイ　ローマ　ギリシャ　ヨハネ
第　五　回　解　答
問１  ①－ｂ　  ②－ａ    ③－ｂ    ④－ｂ　  ⑤－ａ
問２  手紙は十字架を解く鍵であり、クリスチャンのニーズに知的にも
      霊的にも実際的にも応えることなどを含んでいれば自由でよい。
問３  迫害の中で生じた疑問「キリストの勝利と御国の到来への疑問」
      に明確に答え、苦しんでいるクリスチャンを励ますためなど。
問４  空欄  ⑥　⑤　③　①　⑦　④　②
      順番　1.d   2.a   3.h   4.b   5.f   6.c   7.e   8.g
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